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令和 2年 2 月 6 日 草津市都市再生本部会議 議事録 
   

開催日時  令和 2年 2月 6日（木） 午前 9時 50 分から午前 10 時 10 分まで 

開催場所  庁議室 

出 席 者  市長、教育長、総合政策部長、総合政策部理事（公社担当）兼危機管理監、総合政策部理

事（草津未来研究所・行政経営担当）、総務部長（兼法令遵守監）、まちづくり協働部長、環

境経済部長（兼上下水道部理事）、健康福祉部長、健康福祉部理事（健康福祉政策担当）、

子ども未来部長、都市計画部長、技監（兼環境経済部理事、兼都市計画部理事）、建設部

長（兼上下水道部理事）、上下水道部長、教育部長、教育部理事（学校教育担当）、議会事

務局長、監査委員事務局長 

欠 席 者  山本副市長、北中副市長 

議事概要  下記のとおり 

 

１．重要報告  

（１）草津川跡地整備事業（区間１）について 

（２）草津川跡地整備事業（区間２）について 

（３）草津川跡地整備事業（区間４）について 

（４）国道１号草津川隧道撤去他工事について 

（５）草津川跡地整備事業（区間６）について 

 

【草津川跡地整備課長から説明】 

【草津川跡地整備事業（区間１）】 

・今年度、滋賀県南部土木事務所河川砂防課が施工を進めていた、左岸堤防の自転車歩行者道の工

事が完了し、通行可能となった。 

・来年度以降は、湖岸道路アンダー道路整備と河川内の整備の予定。 

【草津川跡地整備事業（区間２）】 

・平成２９年度から、滋賀県南部土木事務所道路計画課が浜街道の橋梁撤去事業を着手している。 

・平成２９，３０年度で詳細設計を実施し、今年度は修正設計、占用物件の移設を行った。 

・来年度から３か年の計画で、橋梁撤去、盛土道路工事を行う予定。 

【草津川跡地整備事業（区間４）】 

・ＪＲ西日本と協議を重ねてきた中で、県、市の道路計画内容について、ＪＲ西日本の了解を得た。 

・ＪＲ上部の用地については、ＪＲから無償使用の了解を得た。 

・今後、具体的な測量等を進めて行く。 

【国道１号草津川隧道撤去他工事】 

・過年度から滋賀国道事務所が事業を進めているもので、今年度は、草津駅口交差点から草津一丁目

交差点間の、交差点改良、中央分離帯設置、歩道整備、電線共同溝の工事を行った。 

・来年度、国道大路交差点から草津駅口交差点間の交差点改良、中央分離帯設置、歩道整備の予定

で、令和３年度に国道大路交差点から栗東市域の整備を行う計画である。 

【草津川跡地整備事業（区間６）】 

・ＪＲ東海に対し道路整備に係る事前協議書を提出し、令和元年１０月１６日に同意の回答を得た。 

・今後、栗東市と共に、ＪＲ東海と計画協議等の手続きを進めて行く。 

 



 

 

【質疑・意見】 

・区間４について、栄橋を撤去するのか。 

→道路の高さの関係から撤去し、新たな動線を道路付帯施設の方へ移したい。 

・区間４について、道路の高さはどうなるのか。 

→今後、具体的な測量等を進め調整して行く。 

・区間４の整備スケジュールは。 

→今後、県と調整を行う。 

・県道下笠大路井線の工事時は通行止めとなるのか。 

→今後の測量を実施していく中で、併せて検討していきたい。 

・区間２について、横断図がある方がわかりやすい。 

   →修正する。 

・浜街道と左岸自歩道は平面交差になるのか。また、メロン街道の方も、どのような交差になるのか。 

   →浜街道は２段階整備を行う予定であり、第２段整備時に整理したいと考えている。また、メロン街

道についても、橋梁撤去事業と併せて整理したい。 

・区間４について、道路付帯施設とは、どのような物を考えているのか。 

 →草津川跡地利用計画に基づく整備なので、市が整備を行う。また、ＪＲ西日本との協議の中で、道

路付帯施設なら無償使用が可能ということになっているので、休憩施設等の整備を考えている。 

 


